
300円（資料代）

　

　近年、茅ヶ崎市では、不登校の子どもとその保護者を対象とした支援団体がネットワーク

組織を立ち上げたり、駄菓子屋を運営する団体が不登校の子どもを支えるなど、地域での子

ども支援活動が広がりを見せています。一方、都内では、西東京市の「放課後カフェ」や豊

島区の「にしまるーむ」のように、中学校での子どもの居場所づくりを目的とした事業が展

開されています。

　今回は、市内外で取り組まれている３つの実践事例報告と、子どもの居場所づくり活動を

多彩に展開されている栗林知絵子さん(認定NPO法人豊島子どもWAKUWAKUネットワーク理

事長)の講演を聴いた後、学校内外での子どもの居場所づくりのあり方について語り合います。

　

プログラム

 
 ・芦田  操     さん
    (miniひまわり代表）
 

申込
期間

・栗林 知絵子さん
     (認定NPO法人豊島子どもWAKUWAKUネットワーク理事長）

 

２．グループワーク
 

３．全体会

３⽉23⽇(⽇)
14:00-17:00

地域の居場所づくり地域の居場所づくり
　　　　交流会Ⅸ交流会Ⅸ＠茅ヶ崎＠茅ヶ崎

子どもの居場所づくりを考える
～学校内外の実践事例を通して～

会場

⼦どもの居場所づくりに関⼼のある市⺠、市⺠活動団体、
⾃治体、福祉団体等の職員、学校教員、⾃治会関係者など

定員

【主催】認定特定⾮営利活動法⼈NPOサポートちがさき（ちがさき市⺠活動サポートセンター指定管理者)

対象

詳細は裏⾯参照、QRコード
からも申込可能

申込⽅法

＊⼿話通訳・要約筆記、託児（6か⽉〜3歳）
 ご希望の⽅は3/7(⾦)までにお申し込みください

参加費

第１部

1．事例報告

2．グループワーク

１．講演

2025年

2025/2/1(⼟)〜3/17(⽉)

30名（申込制、先着順）

ちがさき市⺠活動サポートセンター

第２部

 ・白井  容子さん 
  （不登校・子どもの居場所ネットワークちがさき代表）
 

 
 ・古林  美香さん
  （放課後カフェ連絡会代表）＜西東京市＞



認定NPO法⼈豊島⼦どもWAKUWAKUネットワーク理事⻑
2004年より池袋本町プレーパークの運営に携わり地域活動を始める。
⾃他共に認める「おせっかいおばさん」である。
地域の⼦どもを地域で⾒守り育てるために、プレーパーク、無料学習⽀援、
⼦ども⾷堂など、⼦どもの居場所を介し、⼦どもと家庭を伴⾛的に⽀援している。

お申し込みはコチラ(表⾯QRコードからもOK)

 私たちは学校に⾏きづらい⼦どもの
保護者として、⽀えてくれる⼈がいる
⼼強さ、⼈と⼈との繋がりの⼤切さを
感じてきました。同じように、⽀援に
携わる団体・個⼈、⾏政・教育機関な
ど、⼤⼈が⽴場を超えて共に考え⽀え
合えるチームになれたら、きっと真ん
中にいる⼦どもたちの笑顔が増えてい
くのではないか…。
 『不登校・⼦どもの居場所ネットワ
ークちがさき』はそんな思いで昨年発
⾜し、できることからひとつずつ取り
組んでいます。

 ⾹川にある「駄菓⼦屋miniひまわり」
は、お昼はカフェ、夜はバーと、⼀⽇を
通して楽しめます。おもちゃや絵本もた
くさんあるので、⼦どもたちは夢中にな
って遊び、⼤⼈も⼦どもの頃にタイムス
リップしたような気分に。地域の⼈々が
集まるコミュニティスペースとしても活
躍しており、様々なイベントも開催して
います。また、様々な問題を抱える⼦ど
もたちの居場所を増やしたいという想い
から、おうちのようにくつろげるフリー
スクールを始めます！まるで、⽥舎のお
ばあちゃんちに帰ったような、⼼がほっ
こりする時間を⼀緒に過ごしませんか？

 ⻄東京市内公⽴中学校において、ほ
っとできる居場所としてのカフェを提
供しています。学校内で実施すること
で、⼤⼈と⼦どもとの信頼関係がうま
れ、⾃然と地域の輪が広がっていま
す。この取り組みが市内のすべての中
学校学区域にひろまるような、啓発や
⽀援をしています。
 平成30年度⻄東京市ＮＰＯ等企画提
案事業に「⻄東京⼦ども放課後カフ
ェ」を提案し、市と団体の協働事業と
して採択され、協働事業終了後も事業
を継続しています。

 栗林知絵子さん 栗林知絵子さん
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お申込み・お問合せ先 ちがさき市民活動サポートセンター(茅ヶ崎市茅ヶ崎3-2-7)
TEL/FAX 0467-88-7546 E-Mail s-center@pluto.plala.or.jp URL https://sapocen.net/
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不登校・⼦どもの居場所
ネットワークちがさき 放課後カフェ連絡会miniひまわり


